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	　　　　　　　　　   　洗浄剤による事故続発
３月に福島県で、４月に京都府で、飲食店での洗浄剤による事故が発生しました。単純な原因ですが、事故が発生すると大変なこととなりますので、これらのＷｅｂ新聞記事全文と、最近の事故事例をお知らせします。
福島県での事例：洗剤入り焼きそばで食中毒　２２人、店が油の容器に誤入

福島県は２日、同県会津若松市大町の飲食店「Ｙ」（お好み焼店）で、同日の昼食に焼きそばやお好み焼きを食べた７歳から５３歳の男女２２人が唇や舌、のどにしびれが出る食中毒の症状を訴え、台所用の合成洗剤を検出したと発表した。全員入院はしておらず、快方に向かっているという。

　県保健福祉部によると、店が調理場に置いていた調理用油の容器に誤って洗剤を入れてしまったのに気付かなかったのが原因。店が調理した焼きそばなどを食べた患者が中毒症状を訴えた。客のテーブルにあった容器には油が入っており、自ら焼きそばなどを作った客は問題なかったという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福島民報　2008/03/02 23:16)
京都府での事例：Ｍのコーヒーで吐き気　一時入院…京都・宇治
日本Ｍ（東京）の直営店「Ｍ槙島店」（京都府宇治市）で、アイスコーヒーを飲んだ京都市内の女性（４８）が直後に吐き気を訴え、一時入院していたことがわかった。コーヒーサーバーを洗った際、洗浄液のすすぎ方が不十分だったのが原因とみられ、同社はミスを認めて女性に謝罪、全国の約３７５０店に、適正な洗浄を改めて指示した。

同社の説明などによると、女性は１５日朝、同店でアイスコーヒーを購入。その場で２口ほど飲んだが、消毒薬のようなにおいがして気分が悪くなり、店員に知らせた。症状が回復せず、同日午後に入院。翌日に退院したが、夕方に再び気分が悪くなり、病院で点滴を受けた。現在は回復している。

コーヒーは販売の約４時間前に店で作られたが、その直前、店員がサーバーを洗浄。同社は、マニュアルに反した方法で洗ったため洗浄液がサーバーに残り、コーヒーに混入したと判断した。同社コミュニケーション部は「お客様にご迷惑をかけ、申し訳ない。社員教育を徹底し、再発防止に努めたい」としている。　　　　　　　（読売新聞関西版　2008年4月24日）　

最近の事例

平成１７年２月　横浜市の高校給食施設

給食従事者が、生徒用の飲用ポットに野菜殺菌用の次亜塩素酸ナトリウムが入った（自動注入）洗浄水を誤って注いだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発症者３名

平成１６年７月　東京都の飲食店　

　　従業員が不注意により、中性洗剤をとっくりに入れて客に提供。　発症者８名

平成１６年６月　東京都の惣菜製造業

　　サラダを和える前にゴム手袋を塩化ベンザルコニウムで消毒したが、消毒後の水洗いが不十分であったため、サラダに塩化ベンザルコニウムが混入。　　　　　　　発症者１名

平成１４年２月　三重県の飲食店

　　「梅ワイン」の空瓶に次亜塩素酸ナトリウムを移し替えた。それを確認せずに誤ってグラスに注ぎ客に提供。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発症者１名

今年の事故も、最近の事故も本当に単純な事故であり、調理・洗浄などのマニュアルの徹底も必要ですが、日頃からの事故防止に係る、意識の徹底が必要と思います。（笈川）
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